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近
年
、
女
性
の
「
知
」
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
。
特
に
近

年
多
く
の
研
究
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
近
世
の
書
物
・
出
版
研
究
の

潮
流
に
対
し
、
女
性
用
の
教
訓
書
の
類
を
中
心
と
し
た
様
々
な
書
物

の
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
書
物
は
し
ば
し
ば
「
女
訓
書
」
と
表
現
さ
れ
る
が
、
そ

の
内
実
は
多
様
で
あ
り
、
研
究
用
語
と
し
て
の
定
義
が
曖
昧
な
ま
ま

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
例
え
ば
、
写
本
の
形
態
か

ら
成
立
し
後
に
出
版
さ
れ
る
と
い
う
﹃
唐
錦
﹄
の
よ
う
な
書
も
「
女

訓
書
」
と
称
さ
れ
て
き
た
し
、
そ
の
初
発
か
ら
刊
本
と
し
て
製
作
さ

れ
た
「
女
大
学
」
の
よ
う
な
教
訓
型
女
子
用
往
来
と
称
さ
れ
る
書
も
、

そ
の
本
文
の
性
格
付
け
に
よ
り
「
女
訓
書
」
と
表
現
さ
れ
、
カ
テ
ゴ

ラ
イ
ズ
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
が
あ
る
一
方
で
、「
女
訓
書
」
と
表
現
で
き
な

い
種
々
の
書
物
、
例
え
ば
女
筆
手
本
や
仮
名
草
子
や
浮
世
草
子
に
み

ら
れ
る
女
性
像
等
の
研
究
も
進
み
、
女
性
向
け
書
物
の
多
様
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
報
告
で
は
、
近
世
に
お
い
て
夥
し
く
出
版
・
成
立
し
た
女
性
向

け
書
物
の
意
義
に
着
目
し
、「
女
書
」
概
念
の
検
討
と
、
代
表
的
書

物
の
一
つ
で
あ
る
「
女
今
川
」
の
広
が
り
を
確
認
し
、
従
来
「
女
訓

書
」
と
さ
れ
る
「
女
今
川
」
の
近
世
女
性
向
け
書
物
の
多
様
性
を
指

摘
す
る
。

　

ま
ず
、「
女
書
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
元
禄

五
（
一
六
九
二
）
年
の
﹃
広
益
書
物
目
録
﹄
で
書
物
を
部
類
分
け
し

た
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
以
後
の
書
物
目
録
に
も
部
類
分
け
さ
れ
た

も
の
に
は
「
女
書
」
の
項
目
が
見
ら
れ
る
。「
女
書
」
が
ど
の
よ
う

な
書
物
を
指
す
の
か
、
に
つ
い
て
は
時
代
に
よ
り
変
容
が
あ
り
詳
細

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
様
々
な
志
向
性
を
含
む
女
性
向
け
書
物

の
総
称
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
見
て
、
そ
う
間
違
い
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

例
え
ば
、﹃
江
戸
時
代
女
性
文
庫
﹄
に
所
収
さ
れ
て
い
る
女
性
向
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近
世
女
性
を
め
ぐ
る
書
物
と
「
女
書
」（
安
田
）

け
の
書
物
は
二
二
六
種
に
も
及
び
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
料
理
・
暦
占
・

産
育
・
遊
戯
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
女
書
」
は
、

①
作
者
の
性
別
、
②
刊
本
で
あ
る
か
写
本
で
あ
る
か
、
ひ
い
て
は
公

開
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
か
否
か
、
③
形
式
（
漢
文
仮
名
・

分
量
・
ル
ビ
・
挿
絵
の
有
無
）
等
の
要
素
で
細
分
化
で
き
る
。
女
性

向
け
書
物
に
書
か
れ
た
多
く
の
「
知
」
は
、
本
来
伝
授
者
と
享
受
者

間
の
直
接
伝
授
で
あ
っ
た
女
性
の
「
知
」
が
文
字
化
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
結
果
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
「
女
書
」
を
、「
女
訓
書
」
と
一
括
し
て
扱
わ
ず
、
そ
の

書
物
が
ど
の
位
相
に
位
置
し
て
い
る
か
に
注
意
を
払
い
、
検
討
を
加

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
「
作
者
（
要
請
者
）」―

（「
書
肆
」）

―

「
読
者
（
伝
授
者
・
享
受
者
）」
と
い
う
構
造
の
上
で
、
書
物
の

内
容
分
析
だ
け
で
は
な
く
、
近
世
社
会
に
お
け
る
書
物
の
背
景
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
近
世
の
女
性
向
け
書
物
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
位
置
を

占
め
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
「
女
今
川
」
が
あ
る
。「
女
今
川
」
は
、

「
最
も
愛
好
さ
れ
た
女
訓
書
」
と
評
さ
れ
、﹃
女
子
用
往
来
刊
本
総
目

録
﹄
に
よ
れ
ば
、
近
世
で
最
も
出
版
数
の
多
い
書
物
で
あ
る
。
女
子

用
往
来
で
は
、「
女
大
学
」
研
究
は
盛
ん
だ
が
、「
女
今
川
」
研
究
は

比
較
的
少
な
く
、
そ
の
成
立
等
を
含
め
、
未
だ
謎
の
部
分
が
多
い
書

物
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
「
女
今
川
」
を
例
に
、
近
世
の
「
女
書
」
の
持
つ
広
が

り
を
検
討
す
る
。「
女
今
川
」
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
本
文
の
み
に
よ

る
解
釈
に
よ
り
「
女
訓
」、「
教
訓
書
」、「
教
科
書
」
の
語
を
用
い
定

義
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、「
女
今
川
」
は
豊
富
な
付
載
記
事
を

有
す
る
書
物
で
あ
り
、
本
文
中
心
の
解
釈
か
ら
は
、
当
該
書
の
性
格

理
解
が
一
面
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
「
女
今
川
」
は
、
ま
た
多
様
な
派
生
作
品
を
有
す
る
書
物
で
も
あ

り
、「
女
今
川
」
の
取
り
巻
く
世
界
は
「
女
書
」
の
中
で
も
最
も
広

い
。
具
体
的
に
は
、
別
種
の
「
女
今
川
」、
青
本
、
人
情
本
、
春
本

や
双
六
な
ど
の
遊
戯
物
、
川
柳
、
浮
世
絵
や
歌
舞
伎
に
ま
で
「
女
今

川
」
モ
ノ
は
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
広
範
な
読
者
及
び
享
受
者
層

を
示
す
史
料
群
の
指
摘
は
、
女
性
を
取
り
巻
く
「
知
」
を
考
え
る
上

で
重
要
で
あ
る
。

　
「
女
書
」
と
は
、
女
性
に
向
け
書
か
れ
た
書
物
全
て
を
、
そ
の
内

容
の
教
訓
性
と
い
っ
た
志
向
性
に
関
わ
ら
ず
包
括
す
る
概
念
と
考
え

て
い
る
。「
女
書
」
と
し
て
様
々
な
女
性
向
け
書
物
を
、
そ
の
性
格

付
け
如
何
に
関
わ
ら
ず
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
一

定
の
時
期
・
身
分
（
作
者
）・
地
域
（
書
肆
）
に
よ
る
女
性
の
「
知
」

の
変
容
に
迫
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
女
書
」
と
、
そ

の
類
書
及
び
派
生
作
品
を
含
め
た
諸
史
料
の
両
者
を
結
び
つ
け
て
理

解
で
き
る
よ
う
な
広
い
近
世
女
性
史
研
究
の
必
要
性
を
主
張
し
て
、

本
報
告
の
結
論
と
し
た
い
。
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）


